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この避難所における共通理解ルールは次のとおりです。 

避難する方は、守るよう心がけてください。 

会津美里町災害対策本部 

 

１ この避難所は、地域の防災拠点です。 

２ この避難所の運営に必要な事項を協議するため、施設の管理者、避難者の代表等からなる

避難所運営委員会（以下「委員会」という。）を組織します。 

(1) 委員会は、毎日午前   時と午後   時に定例の会議を行います。 

(2) 委員会の運営組織として、総務、被災者管理、情報広報、施設管理、食料・物資、救護、

衛生、ボランティアの各活動班を避難者等で組織します。 

３ 避難所は、電気・水道・ガス等のライフラインが復旧する頃までを目処に閉鎖します。 

４ 避難者は、世帯や家族単位で登録する必要があります。 

(1) 避難所を退所する時は、委員会に転居先を連絡してください。 

(2) 犬、猫等のペットを室内に入れることは禁止し、また、他の避難者に迷惑がかからないよ

うにしてください。 

５ ○○室等の施設管理や避難者全員のために必要となる部屋または危険な部屋には避難でき

ません。また、避難所では利用する部屋の移動を定期的に行います。 

６ 食料・物資は、原則として全員に配給できるまでは配給をしません。 

(1) 食料・生活物資は、避難者の組ごとに配給します。 

(2) 特別な事情の場合は、委員会の理解と協力を得てから行います。 

(3) 配給は、避難所以外の近隣の人にも等しく行います。 

(4) ミルク・おむつなど特別な要望は、○○室で対処します。 

７ 消灯は、夜   時です。 

(1) 廊下・通路は点灯したままとし、体育館等は照明を落とします。 

(2) ○○室等管理に必要な部屋は、防犯等のため点灯したままとします。 

８ 放送は、夜   時で終了とします。 

９ 電話は、午前   時から夜   時まで、受信のみを行います。 

(1) 放送により呼び出しを行います。 

(2) 公衆電話は、緊急用とします。私用電話は臨時仮設電話を利用してください。 

10 トイレの清掃は、朝 時、午後 時に、避難者が交替で行うことにします。 

(1) 清掃時間は、放送を行います。 

(2) トイレの使用は、それぞれのトイレに掲示してある注意事項にしたがって使用することと

します。 

11 飲酒・喫煙は、所定の場所以外では禁止します。 

12 ごみは、分別して指定された場所に出してください。 

13 各種伝達情報は、避難所の掲示板に貼り出します。 

 

避難者のみなさんは、当番等を通じて自主的に避難所運営に参加してください。 

【別記】 「避難所における共通理解ルール」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※○○と下線部は避難所に応じて任意に設定します。 

避難所設置後、速やかに掲示します。 

 

  



様式１ 

市町村行政担当者 避難所開設チェックリスト 

項  目 対  応  項  目 確認 

１ 避難所への到着 ・建物内外にいる避難者をまとめ、建物の安全確認をする □ 

２ 施設管理者・行政担当 

者の到着 
・到着していない場合は、そのまま業務続行 □ 

３ 建物の安全確認 
※建物の安全確認が済むまで

避難者を入れない（様式５） 

・建物は傾いているか □ 

・火災は発生しているか、ガス漏れはないか □ 

・建物に大きなひび割れはないか □ 

・窓ガラス等の危険な落下物があるか □ 

・自動車乗り入れの規制 □ 

４ 避難所の本部を設置 ・運営業務場所の安全確認 □ 

５ 設備・ライフライン確認 

・電気・放送設備が使用できるか □ 

・無線機が使用できるか □ 

・上水道が使用できるか □ 

・電話・ＦＡＸが使用できるか □ 

・周辺の道路状況把握（避難者等からの情報収集） □ 

６ 災害対策本部への報告 ・避難所設置及び状況について報告（様式８－１） □ 

７ 避難者受入れスペースの 

確保・指定 

・安全な部屋・スペースを確保し、避難者を誘導 □ 

・室内の整理等については避難者へ協力を依頼し処理 □ 

８ 避難者の登録 ・避難者の世帯ごとの登録（様式７） □ 

９ 避難者への説明 

・避難所共通理解ルールの配布・説明 □ 

・トイレの使用場所・火気取扱について説明 □ 

・避難者の未登録者への登録依頼 □ 

10 非常用設備・物資等の確 

認 

・水・食料・物資・資機材等の確認 □ 

・非常用設備等の確認 □ 

11 災害対策本部への要請事 

項の整理・報告 

・不足食料・物資の整理・要請 □ 

・応援要員の要請 □ 



様式２ 

鍵管理・緊急時連絡先―覧 

 

施設名【                】             年  月  日現在 

 

■鍵（暗証番号）は、下記で保管しています。 

名称・氏名 連絡先住所 電話番号 

   

   

   

   

   

 

■避難所の緊急連絡先 

名称・氏名 連絡先住所 電話番号 

   

   

   

   

   

 

 

  



 

  



様式３－２ 

避難所運営委員会名簿 

【運営管理責任者】                        年  月  日現在 

 

【避難所活動班】（各班長１名に○印、副班長１名に○印を記入） 

会   長  

副 会 長   

行政担当者 
  

  

施設管理者 
  

  

班  名 氏    名 (避難者)組名 氏    名 (避難者)組名 

総 務 班 

    

    

    

被災者管理班 

    

    

    

情報広報班 

    

    

    

施設管理班 

    

    

    

食料物資班 

    

    

    

救 護 班 

    

    

    

衛 生 班 

    

    

    

ボランティア班 

    

    

    

 



様式４ 

応急危険度判定士の判定結果―覧 

 

  

判    定 判 定 内 容 避難所の使用判断 

「安   全」（緑のシート） ・使用可能 使用可 

「要 注 意」（黄のシート） 

・必要な改修工事を行い、その完成

検査に合格し引き渡しを受ければ使

用可能 

使用要検討 

「危   険」（赤のシート） 
・改築または大規模な補強工事を行

わなければ使用できない 
使用不可 



  



  



様式６ 

避難所運営委員会運営規約（案） 

（目的） 

第１ 自主的で円滑な避難所の運営が行われることを目的として、 避難所運営委員会（以下「委

員会」という。）を設置する。 

（構成員） 

第２ 委員会の構成員は、次のとおりとする。 

一 避難者で編成する「（避難者）組」の代表者 

二 行政担当者 

三 施設管理者 

四 避難所で具体的な業務を運営する班の代表者 

２ 前項の規定にかかわらず、（避難者）組の代表者数が多い場合には、互選により委員会への出

席者を選ぶことができる。 

３ 委員会で承認されたときは、自治会、町内会等の役員や継続的に活動するボランティア団体

のリーダーは、委員会に出席し意見を述べることができる。 

（廃止） 

第３ 委員会は、電気、水道等のライフラインの復旧時を目処とする避難所閉鎖の日に廃止す

る。 

（任務） 

第４ 委員会は、避難所の運営に必要な事項を協議する。 

２ 委員会は、毎日、午前 時と午後 時に定例会議を行うこととする。 

３ 委員会は、具体的な業務を執行するために、避難者で編成する総務班、被災者管理班、情報

広報班、施設管理班、食料物資班、救護班、衛生班、ボランティア班及びその他の班を設置す

る。 

４ 各活動班の班長は、第２条第１項に基づき、委員会に出席する。 

（役員） 

第５ 委員会に、委員の互選による会長１名、副会長   名を置く。 

２ 会長は、委員会の業務を総括し、副会長は会長を補佐する。 

（総務班の業務） 

第６ 総務班は、主として災害対策本部との連絡調整、避難所の管理、報道機関等への対応、そ

の他、他の班の業務の属さないことに関することを行う。 

２ 総務班は、委員会の事務局を勤める。 

（被災者管理班） 

第７ 被災者管理班は、避難者の名簿の作成・管理、安否確認への対応、郵便物等の取り次ぎ等

に関することを行う。 

２ 被災者管理班は、近隣の在宅被災者についても把握に努める。 

３ 避難者名簿は、世帯ごとに作成する。 

（情報広報班） 



第８ 情報広報班は、情報収集、情報発信、情報伝達等に関することを行う。 

（施設管理班） 

第９ 施設管理班は、避難所の安全確認と危険箇所への対応、防火・防犯等に関することを行

う。 

（食料物資班） 

第 10 食料物資班は、食料・物資の調達、受入れ、管理、配布等に関することを行う。 

２ 食料・物資の配布は、公平性の確保に最大限配慮して行う。 

３ 配布は、（避難者）組ごとに行うことを原則とする。 

４ 避難者以外の近隣の在宅被災者にも等しく食料等を配布する。 

（救護班） 

第 11 救護班は、医療・介護活動等に関することを行う。 

２ 救護班は、要配慮者等特別のニーズのある被災者への支援を行う。 

３ 避難所内の子どもの保育、活動の支援を行う。 

（衛生班） 

第 12 衛生班は、ごみ、風呂、トイレ、掃除、衛生管理、ペット、生活用水等に関することを行

う。 

（ボランティア班） 

第 13 ボランティア班は、ボランティアの受入れ、管理等に関することを行う。 

（その他） 

第 14 この規約に定められていないことや、定めたことに疑義が生じた場合は、その都度委員会

で協議して決定するものとする。 

 

附 則 

この規約は、  年  月  日から施行する。 

 



  



 

  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



様式１４ 

 

「要配慮者」とされる町民 

 

 ・高齢者 

 ・乳幼児 

 ・妊産婦 

 ・傷病者 

 ・障がい者 

 ・外国人（日本語の理解が十分でない方） 

  



  



  



  



  



  



  



  



  



 


